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2019年3月期 第3四半期決算・電話会議での質疑応答 （2019年2月13日発表） 

 

2019年2月13日に開催した、証券アナリスト・機関投資家向け決算説明電話会議において、出席者の皆様からい

ただいた主なご質問と、当社の回答を以下にまとめております。 

 

質問 回答 

 

2019年3月期・第3四半期実績について  

キャメロンLNGの追加コストを顧客から回収

する計画というが、原因が第2四半期同様

に労働者人件費の高騰、生産性の低さだ

としたら、何故今回は回収できると考えて

いるのか。  

労働者人件費の高騰、生産性の低さに起因するという点では

第2四半期に計上した追加コストと大きく異なるものではない

が、ここまでの労働市場環境の激変は、コントラクターにとって

統制しきれない事象であるとして、早期完工インセンティヴとい

う形で客先にも応分の負担を要請している。交渉次第である

が、回収できると考えている。  

キャメロンLNGの第1系列の完成予定時期

はJVパートナーのマクダーモットの発表通

り2019年4-6月頃と考えてよいか。  

その理解で正しい。  

キャメロンLNGで第3四半期に認識した

追加コスト額はJVパートナーのマクダー

モットと合意したものか。  

合意している。  

 

バランスシートについて  

第3四半期会計期間で増えた工事損失

引当金が、今回のキャメロンLNG等の追

加コストに等しいということか。  

工事損失引当金の増加が今回の追加コストによるものであ

ることは事実である。  

第2、第3四半期で比べたとき、現金預

金、完成工事未収入金、未収入金、ジョ

イントベンチャー持分資産等の残高が大

きく変動している理由は何か。  

現金預金とジョイントベンチャー持分資産の減少は遂行中

大型案件の進捗、完成工事未収入金の増加はヤマルLNG

の完工、未収入金の増加は主にイクシスLNGにおける立替

払の増加による。  

今期末の現金預金残高予想はどれくら

いか。  

新規受注プロジェクトの前受金等もあり、オペレーションに支

障の出ないよう現金預金残高には注意している。  
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今後に向けた計画関連  

通期予想が未達となるリスクはあるか。  顧客との交渉ではあるが、通期予想を達成するために第3

四半期に計上した追加コストの回収に努力していく。  

要請している財務支援の規模は今年度の

損失を埋める程度なのか、もしくはそれ以

降の将来まで見越した額なのか。  

現時点では詳細は説明出来ないが、中期経営計画見直し

説明の際に開示した資料をイメージしてほしい。  

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この資料には、本資料発表時における将来に関する見通しおよび計画に基づく予測が含まれています。経済情勢の変動等に伴うリスクや不確定要

因により、予測が実際の業績と異なる可能性があり、予想の達成、および将来の業績を保証するものではありません。 

従いまして、この業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことはお控えくださいますようお願いいたします。 


